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1. はじめに 

時間経過によって物の形や模様が変化するような

不定形状の物体というのは、一般的に輪郭などのエ

ッジを利用しての検出は出来ない。本研究はそのよ

うな物体の動画像上での検出、追跡するためのシミ

ュレーションを行っている。 

追跡する物体のモデルについては、模様はランダ

ムな時間変化をするが、確率的な性質が一定である

ものを考えている。この条件下での追跡において、

対象とするデータは図 1のような関係で表せられる

と考え、2 章の理論を用いてシミュレーションを行

う。多次元データ集合の処理の手法を画像の特徴量

の算出に適用する。 

 
図 1 本シミュレーションにおける 

多次元データ集合(画像情報)の様相 

 

2. 多次元有向情報量 

本研究はこの章で示す理論に基づくものである。 

長さ𝑃 + 1 + 𝑀の複数の時系列

𝑋, 𝑌, 𝑍(1), 𝑍(2), … 𝑍(𝑁 − 2) を考える。 

𝑋 = 𝑥𝑘−𝑃 … 𝑥𝑘−1𝑥𝑘𝑥𝑘+1 … 𝑥𝑘+𝑀 

𝑌 = 𝑦𝑘−𝑃 … 𝑦𝑘−1𝑦𝑘𝑦𝑘+1 … 𝑦𝑘+𝑀 

𝑍(𝑖) = 𝑦𝑍(𝑖)
𝑘−𝑃

… 𝑍(𝑖)
𝑘−1𝑦𝑍(𝑖)

𝑘
𝑦𝑍(𝑖)

𝑘+1
… 𝑍(𝑖)

𝑘+𝑀
 

(𝑖 = 1,2, … , 𝑁 − 2) 

多次元有向情報量は以下のように定義される。 

𝐼(𝑥𝑘 → 𝑦𝑘+𝜏 |𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑦𝑘𝑧𝑘
(𝑎𝑙𝑙)

)

= 𝐼(𝑥𝑘; 𝑦𝑘+𝜏 |𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑦𝑘𝑧𝑘
(𝑎𝑙𝑙)

)

= 𝐻 (𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑥𝑘𝑦𝑘𝑧𝑘
(𝑎𝑙𝑙)

)

+ 𝐻 (𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑦𝑘𝑧𝑘𝑦𝑘+𝜏
(𝑎𝑙𝑙)

)

− 𝐻 (𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑦𝑘𝑧𝑘
(𝑎𝑙𝑙)

)

− 𝐻(𝑋𝑃𝑌𝑃𝑍(𝑎𝑙𝑙)𝑃𝑥𝑘𝑦𝑘𝑧𝑘
(𝑎𝑙𝑙)

𝑦𝑘+𝜏) 

3. 実験方法 

図 2左に示すようなホワイトガウスノイズを使い、

分散値を変えた二つの領域を含む画像を二枚用意し

た。 

 
図 2 左:シミュレーションに使った 

 ホワイトガウスノイズ 

 右:領域の切り取り方 

 

 図 2 右について、領域 A は𝑥𝑘に対応させ、領域

B1,B2,B3 を𝑦𝑘+𝜏にそれぞれ 3 通りで対応させ、平

均情報量を 2章のように計算し、シミュレーション

をする予定でいる。領域 B2,B3 より、B1 を𝑦𝑘+𝜏に

対応させたときに有向情報量の値が大きければよい。 

 

4. 今後の予定 

第一に画像シミュレーションの結果を出す。それ

ぞれの領域について平均情報量を算出し、有向情報

量の定義に基づいて、手法の有用性を確認する。 

第二にほかの画像やデータ集合を使って同様の解

析をし、シミュレーションと同様に、この手法の有

用性を確かめる。 
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